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ほ
か
在
校
生
の
補
習
、
ク
ラ
ブ
活
動
、
各
種
相
談

等
の
場
と
し
て
の
活
用
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

工
期
は
約
７
か
月
で
平
成
29
年
12
月
中
旬
の
完

成
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

大
雨
の
通
り
過
ぎ
た
７
月
６
日
（
木
） ～
８
日

（
土
）
の
三
日
に
わ
た
っ
て
、
同
窓
会
館
の
棟
上

げ
が
晴
れ
や
か
に
行
わ

れ
た
。
次
々
に
ク
レ
ー

ン
で
材
木
が
釣
り
あ
げ

ら
れ
、
槌
音
が
響
き
、

太
々
と
し
た
柱
が
梅
雨

の
晴
れ
間
の
青
空
に
聳

え
立
っ
た
。
完
成
は
12

月
半
ば
の
予
定
。
こ
れ

か
ら
約
六
か
月
に
亘
る

工
事
の
無
事
を
祈
り
た

い
。

同 窓 会 館 起 工
目標額１億円まであと1,400万円

　平成29年度同窓会総会は、５月27日（土）篠ノ井サトウ会館に
おいて、午後２時からの支部長会に続いて開催された。来賓とし
て、母校の森山弘之校長先生はじめ４名の関係皆様をお迎えし
て、また、南澤暁幸静岡県支部長、飯島勇三学年理事（中学11回・
97歳）ら、計83名のご出席をいただき盛況裏に開会となった。
　同窓会館建設については、赤地会長から「会員の格別なご協力
をいただき、去る５月15日に起工安全祈願祭をとりおこなった」
こと等、その進捗状況が報告された。また懸案となっていた会費
の値上げ（1,000円→2,000
円）については、附属中
開設に伴う母校への補助
額増額や同窓会館建設に
かかわる維持費等の必要
に鑑み提案され、慎重に
審議された結果、平成29
年度予算とともに満場一
致で承認された。

平成29年度総会開催

格
別
な
ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す

教
育
者
と
し
て
の
長
谷
川
五
作
先
生
（
そ
の
五
）

会　
長
　
赤
　
地
　
憲
　
一
（
高
17
回
）

　

残
暑
の
厳
し
い
折
、
会
員
皆
様
に
は
、
ま
ず

は
ご
自
愛
の
ほ
ど
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
日
頃
は
母
校
の
た
め
に
格
別
な
ご
支
援
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

◇

　

さ
て
、
同
窓
会
館
建
設
に
つ
き
ま
し
て
、
去

る
５
月
15
日
（
大
安
吉
日
）
に
起
工
安
全
祈
願

祭
を
と
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同
窓
生

の
親
睦
の
場
と
し
て
、
ま
た
母
校
に
学
ぶ
生
徒

達
の
補
習
や
ク
ラ
ブ
活
動
の
場
と
し
て
、ま
た
、

地
域
に
開
か
れ
た
諸
事
業
の
場
と
し
て
、
以
て

母
校
の
一
層
の
発
展
に
寄
与
す
る
、
こ
の
建
設

理
念
を
礎
に
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
こ
と
は
、
全
て
の
会
員
皆
様
と
と
も
に

喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
会
館
地
権
者
の

神
尾
房
子
様
に
は
、
着
工
へ
の
諸
条
件
が
揃
う

ま
で
、
平
成
16
年
よ
り
12
年
間
に
わ
た
り
、
私

た
ち
の
我
儘
を
お
聞
き
下
さ
り
、
大
切
な
土
地

を
保
持
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
㈱
春

原
木
材
様
に
は
、
神
尾
様
の
ご
心
情
と
我
々
の

願
い
を
よ
く
ご
理
解
い
た
だ
き
、
お
請
け
い
た

だ
け
ま
し
こ
と
に
感
謝
を
す
る
と
と
も
に
、
貴

社
の
技
術
の
粋
を
駆
使
さ
れ
、
安
全
に
竣
工
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
切
に
お
願
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

◇

　
「
教
育
者
と
し
て
の
長
谷
川
五

作
先
生
（
母
校
勤
務
：
大
正
12

年
・
１
９
２
３
年
～
昭
和
30
年
・

１
９
５
５
年
）」
に
つ
い
て
書
か

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
去
る

６
月
の
塩
崎
支
部
総
会
で
「
長
谷

川
先
生
は
博
物
に
興
味
を
持
た
せ

て
下
さ
っ
た
第
一
の
方
で
あ
る
。

詰
込
み
の
知
識
で
は
な
く
、
事

実
、
実
験
を
重
ん
ぜ
ら
れ
、
大
自

然
を
見
つ
め
て
お
ら
れ
た
。
授

業
が
面
白
い
か
ら
欠
席
す
る
生

徒
が
い
な
い
。」
と
語
っ
て
く
れ

た
の
は
、
荒
井
芳
久
氏
（
高
4

回
）
で
す
。
母
校
が
創
立
さ
れ
た

大
正
12
年
（
１
９
２
３
年
）、
東

京
府
立
５
中
か
ら
赴
任
さ
れ
た
先

生
は
、
既
に
国
内
で
知
ら
れ
た
遺

伝
学
者
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
メ

ン
デ
ル
の
法
則
が
世
に
出
た
の
は

１
９
０
０
年
、日
本
に
初
め
て『
遺

伝
学
教
科
書
』
が
出
版
さ
れ
た

の
は
大
正
４
年
（
１
９
１
５
年
）、

そ
し
て
こ
の
翌
年
の
大
正
５
年

（
１
９
１
６
年
）
に
は
既
に
信
濃

教
育
会
『
尋
常
小
学
校
理
科
学
習

帳
』
に
「
メ
ン
デ
ル
の
法
則
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
ま
さ
に
驚

嘆
に
値
す
る
」
と
篠
遠
喜
人
博

士
が
書
か
れ
て
い
ま
す
が
（
註
）、

こ
れ
も
長
谷
川
先
生
が
編
集
委
員

に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。

◇

　

会
員
皆
様
の
益
々
の
ご
活
躍
、

ご
健
勝
を
お
祈
り
し
て
、
ま
た
会

館
建
設
の
ご
寄
附
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ひ
き
続
き
ご
協
力
を
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

（
註
）
篠
遠
喜
人
「
遺
伝
実
験
と
遺
伝

教
育
の
先
駆
長
谷
川
五
作
先
生
」『
長

谷
川
五
作
先
生
著
作
選
集
』（
昭
和
43

年
、
屋
代
高
校
同
窓
会
編
）

　
支
部
長
退
任
者
に
感
謝
状

　

総
会
席
上
、
28
年
度
で
退
任
さ
れ
た
各
支
部
長
に
、

同
窓
会
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
（
額
縁
）
が
贈
ら
れ

た
。
長
年
に
亘
り
支
部
を
ま
と
め
ら
れ
、
組
織
の
発
展

に
寄
与
さ
れ
た
各
位
に
深
甚
な
る
敬
意
と
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

［　
　

］
支
部
名
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

［
五
加
］ 中
村
豊
明 （
高
13
回
）［
川
柳
］田
中
貞
雄 （
高
11
回
）

［
雨
宮
］ 平
林　

彊 （
高
９
回
）［
中
津
］竹
内
義
明 （
高
11
回
）

［
東
福
寺
］ 宮
尾
保
雄 （
高
７
回
）［
東
京
］柿
崎
正
義 （
高
９
回
）

［
篠
ノ
井
］ 樋
口
徳
治 （
中
21
回
）

　 平成28年度一般会計決算書 　
（平成28年4月1日～平成29年3月31日）

収入金額　7,438,813円
支出金額　6,290,434円

　　　　　　　　差引残高　1,148,379円（次年度繰越金）
収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：円）

科　　　目 予算額 決算額 増△減 備　　　　　考
1 繰 越 金 913,903 913,903 0 前年度より
2 入 会 金 1,680,000 1,680,000 0 6,000円×新入生280人
3 年 会 費 3,900,000 4,124,000 224,000 振込1,504人、支部2,620人
4 協 力 金 400,000 672,600 272,600 同期会ホームカミング寄付
5 頒 布 品 0 13,000 13,000 同窓会名簿、封筒等
6 雑 収 入 97 35,310 35,213 利息、会館予定地貸与料、コピー代
合　　　計 6,894,000 7,438,813 544,813

支出の部　 （単位：円）
科　　　目 予算額 決算額 増△減 備　　　　　考

1 総 会 費 220,000 185,361 △ 34,639 定期総会・懇親会費補助、写
真代、吹奏楽班御礼等

2 役員会費 40,000 33,873 △ 6,127 役員会、臨時支部長会、会報
編集会議等

3 慶 弔 費 100,000 103,602 3,602 入卒業式生花代、転退職員餞
別、電報代等

4 旅 費 400,000 405,320 5,320 支部総会・ホームカミング鳩
会出席交通費等

5 通 信 費 1,350,000 1,111,615 △ 238,385 会報「鳩」送料、ホームカミ
ング案内はがき、電話料等

6 消耗品費 40,000 135,198 95,198 コピー用紙、事務用品等
7 電算処理費 35,000 30,650 △ 4,350 ホームページ、セキュリティ更新料
8 支部助成費 800,000 775,614 △ 24,386 会費還元金、支部総会祝儀等

9 事 業 費 1,700,000 1,490,974 △ 209,026 会報印刷、ホームカミング祝儀、
大会出場補助、入卒業記念品等

10 事務局費 1,459,000 1,281,915 △ 177,085 事務費、人件費

11 繰 出 金 200,000 353,944 153,944 NPO「鳩の会」294,467円、
特別基金会計へ59,477円

12 手 数 料 200,000 166,303 △ 33,697 年会費振込手数料
13 雑 費 300,000 216,065 △ 83,935 事務局管理経費、複合機リース代等
14 予 備 費 50,000 0 △ 50,000
合　　　計 6,894,000 6,290,434 △ 603,566

　 平成29年度一般会計予算書（案） 　
（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

収入金額　11,228,500円
支出金額　11,228,500円

収入の部 （単位：円）
科　　　　目 本年度予算額 前年度予算額 増△減 備　　　　　考

1 年 会 費 8,000,000 3,900,000 4,100,000 （支部 2,550 人＋振込 1,450 人） × 2,000 円
2 入 会 金 1,680,000 1,680,000 0 6,000円×280人
3 協 力 金 200,000 400,000 △ 200,000 同期会、ホームカミング寄付
4 繰 越 金 1,148,379 913,903 234,476 前年度より
5 雑 収 入 121 97 24 利子、他

合　　　計 11,028,500 6,894,000 4,134,500

支出の部 （単位：円）
科　　　　目 本年度予算額 前年度予算額 増△減 備　　　　　考

事
　
　
　
業
　
　
　
費

1 総 会 費 220,000 220,000 0 会場費、資料作成費、懇親会費補助金
2 会 議 費 40,000 40,000 0 月例役員会、会報編集会議等
3 支部助成費 1,350,000 800,000 550,000 会費還元、支部総会祝儀等
4 会報発行費 2,000,000 1,700,000 300,000 会報印刷代、郵送料等

5 入学・卒業
記 念 代 350,000 （H28は「4」

額に含む） 350,000 入学生、卒業生記念品代

6 「 鳩 の 会 」
助 成 費 1,500,000 200,000 1,300,000 NPO「鳩の会」研修助成60

万、会館維持90万

7 そ の 他
事 業 費 250,000 （H28は「4」

額に含む） 250,000 大会出場補助、ホームカミン
グ祝儀、他

8 慶 弔 費 120,000 100,000 20,000 香典、弔電、餞別
9 旅 費 交 通 費 450,000 400,000 50,000 支部総会、役員会等会議の旅費

事
　
務
　
局
　
費

10 雑 給 1,900,000 1,459,000 441,000 事務局人件費、各種御礼、他
11 消 耗 品 費 200,000 40,000 160,000 封筒、振替用紙、用紙類、事務用品

12 通 信 費 450,000 1,350,000 △ 900,000 はがき、切手、等。（H28は
会報送料約100万含む）

13 電算処理費 40,000 35,000 5,000 ソフト操作指導料

14 事務局管理費 230,000（H28 は「10」
額に含む） 230,000 光熱費、複合機リース代、他

15 手 数 料 200,000 200,000 0 年会費取扱手数料、振込手数料
16 特別基金会計積立 1,000,000 0 1,000,000 会館維持のため特別基金会計に繰出し
17 雑 費 350,000 300,000 50,000 移転、他。（H28は光熱費、リース代等）
18 予 備 費 378,500 50,000 328,500

合　　　計 11,028,500 6,894,000 4,134,500
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６
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５
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４
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３
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２
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２
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学
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0

中
学
1
9

中
学
1
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・
４
年
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中
学
1
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・
５
年
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中
学
1
7
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金額

　

母
校
前
の
県
道
４
０
３
号
線
南
側
に
建
設
を
計

画
し
て
い
る
同
窓
会
館
に
つ
い
て
、
建
設
等
の
契

約
が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、
去
る
５
月
15
日
、
建

設
地
に
お
い
て
起
工
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
に
は
同
窓
会
役
員
、
支
部
長
、
設
計
・
施
工

業
者
の
春
原
木
材
（
長
野
市
松
代
町
）
の
関
係
者

な
ど
30
名
が
出
席
し
工
事
の
無
事
を
祈
り
ま
し

た
。
席
上
、
赤
地
憲
一
同
窓
会
長
か
ら
は
「
同
窓

会
館
は
長
年
の
悲
願
、
母
校
の
一
層
の
発
展
に
寄

与
す
る
建
設
理
念
の
下
、
起
工
式
が
挙
行
で
き
た

こ
と
は
大
き
な
喜
び
、
地
域
を
含
め
同
窓
会
活
動

の
拠
点
と
し
て
有
効
な
活
用
を
図
り
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

建
物
は
木
造
２
階
建
て
、
延
床
面
積
は
約

３
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
１
階
に
は
事
務
室
と

大
・
小
２
つ
の
会
議
室
、
２
階
に
は
１
０
０
人
収

容
の
多
目
的
ホ
ー
ル
を
備
え
、
同
窓
生
の
利
用
の

建
設
起
工
式
行
わ
れ
る
、
棟
上
も
７
月
６
日
に

　

総
会
に
続
い
て
北
澤
俊

美
氏
（
高
校
8
回
、
前
参

議
院
議
員
、
第
７
・
８
代

防
衛
大
臣
）
に
よ
る
「
旭

日
大
綬
章
を
受
章
し
て
―

私
の
歩
ん
だ
道
」
と
題
す

る
記
念
講
演
が
行
わ
れ

た
。
高
校
時
代
の
国
語
授

業
の
懐
旧
談
か
ら
、
与
党

と
し
て
の
国
会
運
営
や
わ
が
国
の
防
衛
問
題
に
至
る
ま

で
幅
広
く
語
ら
れ
た
。
と
り
わ
け
、
平
成
23
年
の
東
日

本
大
震
災
に
お
け
る
救
助
活
動
で
は
、
自
衛
隊
史
上
最

大
の
10
万
人
動
員
を
指
示
さ
れ
て
未
曽
有
の
災
害
の
指

揮
を
と
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
最
近
の
北
朝
鮮
情
勢
に
つ

い
て
は
懸
念
と
と
も
に
、
熱
い
平
和
へ
の
思
い
を
語
ら

れ
た
。

ご
寄
付
お
振
込
み
は
左
記
口
座
へ

お
願
い
し
ま
す
。

【
振
込
先
】
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

０
０
５
８
０

－

９

－

１
０
２
５
０
７

屋
代
高
等
学
校
同
窓
会
館
建
設
募
金

　
北
澤
俊
美
氏
が
講
演
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６
月
10
日
に
長
野
県
教
育
会
館
で
行
わ
れ
た
「
第

20
回
子
規
・
漱
石
生
誕
１
５
０
年
記
念
全
国
高
等
学

校
俳
句
選
手
権
大
会
長
野
県
大
会
」（
通
称
「
俳
句
甲

子
園
」
大
会
）
で
、
本
校
の
Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝
（
四

回
目
の
出
場
で
悲
願
達
成
）
し
た
。
８
月
18
日
～
21

日
に
愛
媛
県
松
山
市
で
開
催
さ
れ
る
「
俳
句
甲
子
園
」

に
出
場
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
準
優
勝
は
本
校
Ｂ

チ
ー
ム
。
な
お
、
最
優
秀
秀
作
品
賞
は
宮
下
美
羽
さ

ん
（
３
年
４
組
）
の
「
牛
乳
の
一
ミ
リ
ぬ
る
い
今
朝
の

夏
」。
宮
下
さ
ん
は
二
年
連
続
で
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
。

エ
ン
ス
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目

指
す
Ｓ
Ｓ
Ｈ
関
連
事
業
に
お
い
て

も
、
様
々
な
大
会
、
コ
ン
テ
ス
ト

に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を
上
げ
て

お
り
ま
す
。
三
月
下
旬
に
開
催
さ

れ
た
「
知
の
甲
子
園
全
国
大
会
」

で
は
、
全
国
五
百
チ
ー
ム
が
エ
ン

ト
リ
ー
し
て
競
う
中
、
本
校
の
高

校
生
チ
ー
ム
が
優
勝
、
準
優
勝
、

附
属
中
チ
ー
ム
が
四
位
、
五
位
、

七
位
と
い
う
、
前
年
度
を
上
回
る

素
晴
ら
し
い
成
績
を
上
げ
ま
し

た
。
班
活
動
に
お
い
て
も
そ
の
活

躍
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ

ん
。
正
に
、
本
校
の
校
是
と
な
っ

て
い
る
「
質
実
剛
健
・
文
武
両
道
」

の
伝
統
を
し
っ
か
り
引
き
継
ぎ
、

具
現
化
し
て
く
れ
た
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

本
年
度
も
、
こ
の
伝
統
を
さ
ら

に
充
実
、
発
展
さ
せ
、
将
来
、
社

会
や
人
々
の
た
め
に
貢
献
で
き

る
、
人
間
性
豊
か
な
人
材
を
輩
出

で
き
る
よ
う
、
チ
ー
ム
屋
代
と
し

て
最
大
限
の
努
力
を
注
い
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解

と
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
屋
代
高
校
同
窓
会
の

益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
し
て
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

赤
地
憲
一
同
窓
会
長
を
は
じ
め

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ

り
本
校
の
教
育
活
動
に
対
し
ま
し

て
、
ご
理
解
と
ご
支
援
を
た
ま
わ

り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

五
月
十
五
日
に
は
、
同
窓
会
館

の
起
工
式
も
無
事
終
了
し
「
魂
の

故
郷　

や
し
ろ
」
も
、
よ
り
一
層

充
実
・
発
展
す
る
こ
と
と
、
心
よ

り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
校
は
四
月
六
日
の
入

学
式
に
お
い
て
、中
学
生
八
十
名
、

高
校
生
二
百
八
十
名
の
新
入
生
を

迎
え
、
本
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。
今
年
度
は
中
高
一
貫

生
も
中
一
生
か
ら
高
三
生
ま
で
揃

い
、
年
度
末
に
は
高
校
か
ら
の
普

通
科
・
理
数
科
の
生
徒
と
と
も
に
、

最
初
の
卒
業
生
を
送
り
出
す
と
い

う
節
目
の
年
に
な
り
ま
す
。
そ
の

進
路
状
況
に
期
待
が
集
ま
る
と
同

時
に
、
普
通
科
・
理
数
科
を
含
め

た
、
屋
代
高
校
全
体
の
真
価
が
問

わ
れ
る
年
で
す
。
そ
こ
に
繋
が

る
、
こ
の
三
月
に
卒
業
し
た
生
徒

の
状
況
を
見
ま
す
と
、
卒
業
式
が

終
わ
っ
た
後
の
三
月
中
旬
の
国
公

立
後
期
試
験
ま
で
粘
り
強
く
頑
張

り
、
例
年
と
変
わ
ら
な
い
進
学
実

績
を
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
世
界
で
活
躍
す
る
サ
イ

節
目
の
年
を
迎
え
て

　
学
校
長
　
森
　
山
　
弘
　
之
　

　

高
校
第
68
回
の
卒
業
式
は
、
平

成
28
年
３
月
４
日
に
行
わ
れ
、

２
８
３
名
の
若
鳩
が
母
校
を
後

に
、大
空
へ
飛
び
立
っ
て
行
っ
た
。

こ
れ
で
卒
業
生
の
総
数
は
２
４
，

５
５
１
名
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
附
属
中
学
の
卒
業
式
は

３
月
16
日
（
木
）
に
挙
行
さ
れ
、

卒
業
生
78
名
が
屋
代
高
校
に
進
学

し
た
。

◇

　

平
成
29
年
度
の
入
学
式
は
４
月

６
日
（
木
）
に
挙
行
さ
れ
、
附
属

中
学
校
80
名
、
高
等
学
校
２
８
０

名
が
、
晴
れ
て
「
鳩
が
丘
」
の
一

28
年
度
卒
業
式
・
29
年
度
入
学
式
報
告

母 校 現 況　　後 輩 の 活 躍
現
役
生
・
既
卒
生
共
に
健
闘

キ
ャ
リ
ア
教
育
係
主
事
　
宇
都
宮
　
仁

　

６
月
３
・
４
日
に
千
曲
市
に
て
行
わ
れ
た
県
大
会
に

お
い
て
、ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
班
が
、男
女
と
も
に
優
勝
（
十

年
ぶ
り
）
し
、
８
月
に
福
島
県
で
行
わ
れ
る
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
に
揃
っ
て
出
場
を
決
め
た
。

　
悲
願
の
ア
ベ
ッ
ク
優
勝

　
　
　

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
班
班
長

３
年
４
組　

宮
澤
　
文
香

　

悲
願
の
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
を
掴
み
取
る
ま
で
の
道
は
長

く
、
平
坦
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
達

の
代
に
な
っ
て
初
め
て
迎
え
た
県
大
会
の
新
人
戦
で

は
、
男
女
共
に
２
位
。
目
標
に
掲
げ
る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

出
場
に
向
け
、
冬
期
は
走
り
込
み
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
中

心
の
練
習
が
続
き
ま
し
た
。（
優
勝
し
た
今
か
ら
思
え

ば
、
こ
の
冬
期
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
３
月
の
合
宿
、
練
習

試
合
が
効
い
た
と
思
い
ま
す
。）

　

北
信
大
会
を
経
て
細
か
い
プ
レ
ー
の
ズ
レ
を
修
正

し
、
万
全
を
期
し
て
迎
え
た
県
大
会
。
決
勝
の
相
手
は

男
女
と
も
長
野
南
高
校
。
決
勝
戦
に
は
大
勢
の
方
が
応

援
に
駆
け
つ
け
て
下
さ
り
、
会
場
の
盛
り
上
が
り
は
最

高
潮
に
達
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
優
勝
！
そ
れ
も
男
女
ア
ベ
ッ
ク
で
。
十
年

ぶ
り
の
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
全
国
で
も
勝
ち
進
め
る
よ

う
、こ
れ
か
ら
一
層
練
習
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。
応
援
、

　

新
課
程
入
試
移
行
２
年
目
の
昨
年
度
入

試
で
は
、
セ
ン
タ
ー
試
験
や
個
別
試
験
、

私
大
入
試
で
も
「
思
考
力
」
や
「
判
断
力
」

を
問
う
「
新
テ
ス
ト
」
を
意
識
し
た
出
題

が
増
加
し
た
。
本
校
の
志
望
動
向
は
、
教

育
系
、
理
工
系
へ
の
志
願
集
中
に
加
え
、

文
系
の
人
気
回
復
か
ら
、
人
文
、
経
済
・

法
律
系
の
志
願
者
が
増
え
た
。
首
都
圏
私

大
へ
の
進
学
傾
向
も
微
増
し
て
い
る
が
、

「
地
元
・
近
県
国
公
立
大
」
指
向
は
年
々

強
ま
っ
て
お
り
、
地
元
信
州
大
へ
の
受
験

者
数
は
、
推
薦
、
前
期
、
後
期
日
程
合
わ

せ
て
１
２
０
名
を
数
え
た
。

　

進
学
実
績
は
、現
役
生
で
は
北
海
道
１
、

東
北
２
、
筑
波
２
、
東
京
外
語
１
、
東
京

工
業
１
、
名
古
屋
１
、
京
都
１
の
難
関
大

合
格
に
加
え
、
信
州
大
35
、
富
山
13
、
金

沢
８
と
県
内
４
位
の
国
公
立
大
合
格
者
数

１
１
４
名
を
数
え
た
。
ま
た
、
既
卒
生
も

健
闘
し
、
群
馬
、
弘
前
、
産
業
医
科
の
医

学
科
、
東
京
医
科
歯
科
・
歯
学
科
な
ど
へ

合
格
を
果
た
し
た
。

　

屋
高
生
は
「
三
兎
（
勉
学
・
班
活
・
学

校
行
事
等
）」
を
全
力
で
追
う
こ
と
で
「
自

立
と
自
律
」
の
質
実
剛
健
の
精
神
を
身
に

つ
け
、
受
験
に
お
い
て
も
そ
の
集
大
成
と

し
て
進
路
実
現
を
成
し
遂
げ
て
い
る
。
今

後
の
課
題
は
、
さ
ら
に
高
い
目
標
へ
の
挑

戦
と
、
各
自
が
設
定
し
た
第
一
志
望
校
合

格
の
実
現
を
、
ひ
と
り
で
も
多
く
成
し
遂

げ
る
こ
と
で
あ
る
。

平成29年度　長野県高校総合体育大会結果（春季）
競　　技 成　　　　　績 備　　　　　考

ハンドボール
男子 １位 インターハイ出場
女子 １位 インターハイ出場

陸　上
男子 やり投げ� ２位 坂本　敦士 北信越出場・インターハイ出場
女子 400mH� ２位 山崎　璃央

柔　道 男子 90kg級� ３位 若林　誠彦 北信越大会出場

テニス

男子 団体� ベスト８
女子 団体� ４位
女子 シングルス� ６位 小林明香里

女子 ダブルス� ３位 小林明香里
増澤　実咲

剣　道
男子 団体� ベスト８
男子 個人� ベスト８ 近藤　巧哉 北信越大会出場
女子 個人� ４位 清水　遥菜 北信越大会出場

空手道
男子 団体組手� ４位
男子 団体形� ４位

山　岳 男子 ３位 北信越大会出場

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇

　

陸
上
班
（
槍
投
げ
）
の
坂
本
敦
士
君
（
３
年
７
組
）

は
、
県
大
会
を
２
位
で
通
過
し
て
、
北
信
越
大
会
に
駒

を
進
め
、
こ
の
大
会
で
５
位
入
賞
を
果
た
し
、
晴
れ
て

全
国
大
会
（
山
形
県
）
に
出
場
が
決
定
し
た
。
槍
投
げ

競
技
は
７
月
30
日
、
山
形
県
天
童
市
で
行
わ
れ
る
。
ま

た
、
20
年
以
上
連
続
で
全
国
大
会
に
出
場
し
て
い
る
ギ

タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン
班
は
今
年
も
出
場
を
決
め
た
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
班 （
男
女
）・
槍
投
げ

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ

２．国公立大学合格者数
国立大学 現役 既卒 合計 公立大学 現役 既卒 合計
北見工業 1 1 青森県立保健 1 1
北海道 1 1 高崎経済 6 3 9
北海道教育 1 1 埼玉県立 1 1
弘前 1 1 首都大東京 1 1
東北 2 2 4 新潟県立看護 1 1
秋田 1 1 富山県立 2 2
茨城 3 2 5 福井県立 1 1
筑波 2 2 4 都留文科 2 1 3
宇都宮 1 1 長野県看護 3 3
埼玉 4 4 岐阜薬科 1 1
福島 1 1 2 静岡県立 1 1
千葉 4 2 6 京都府立 1 1
群馬 2 1 3 兵庫県立 1 1
新潟 2 2 4 県立広島 1 1
東京医科歯科 1 1 公立大　計 20 7 27
東京外国語 1 1
東京学芸 1 1 2
東京工業 1 2 3
東京農工 1 1
横浜国立 2 1 3
富山 13 1 14
金沢 8 2 10
山梨 3 3
信州 35 6 41
名古屋 1 2 3
静岡 3 3
愛知教育 1 1
京都 1 1
奈良女子 2 2
広島 1 1 2
高知 1 1
国立大　計 94 36 130

１．平成28年度入試　合格者数
校種別統計 現 役 既 卒 合 計

国　立　大� 計 94 36 130
公　立　大� 計 20 7 27
国�公�立�大� 計 114 43 157
私　立　大� 計 279 171 450
短　　　大� 計 16 0 16
専門学校等� 計 5 0 5

３．私立大学合格者数
私立大学 現役 既卒 合計 私立大学 現役 既卒 合計 私立大学 現役 既卒 合計
立命館 18 9 27 関東学院 1 2 3 福山 1 1
東洋 19 3 22 獨協医科 1 2 3 北陸 1 1
芝浦工業 8 12 20 国際医療福祉大 3 3 明海 1 1
法政 9 10 19 京都女子 2 2 目白 1 1
東海 12 5 17 高崎健康福祉 2 2 龍谷 1 1
東京理科 17 17 高崎商科 2 2 大阪芸術 1 1
明治 6 10 16 山梨学院 2 2 健康科学 1 1
文教 14 14 津田塾 2 2 聖マリアンナ医 1 1
東京農業 11 3 14 東京家政 2 2 岡山理科 1 1
中央 5 9 14 南山 2 2 関西 1 1
獨協 9 3 12 明治薬科 2 2 岩手医科 1 1
専修 7 5 12 京都橘 1 1 2 岐阜聖徳学園 1 1
日本 7 4 11 中京 1 1 2 金沢医科 1 1
駒澤 8 2 10 北里 1 1 2 慶応 1 1
近畿 3 7 10 京都産業 2 2 産業医科 1 1
同志社 6 2 8 大東文化 2 2 昭和 1 1
國學院 6 2 8 東京都市 2 2 湘南工科 1 1
立教 6 1 7 姫路獨協 2 2 神戸薬科 1 1
神奈川工科 3 3 6 いわき明星 1 1 星薬科 1 1
成蹊 3 3 6 愛知工業 1 1 摂南 1 1
成城 2 4 6 畿央 1 1 千葉工 1 1
神田外語 5 5 京都外国語 1 1 東京経済 1 1
明治学院 5 5 京都造形芸術 1 1 東邦 1 1
金沢工業 4 1 5 共立女子 1 1 東北医薬 1 1
松本 4 1 5 玉川 1 1 武蔵 1 1
東京女子 4 1 5 金沢星稜 1 1 武蔵野 1 1
神奈川 2 3 5 国立音楽 1 1 明星 1 1
青山学院 4 4 実践女子 1 1 私立大　計 279 171 450
名古屋学芸 4 4 淑徳 1 1

＊計は現役・既卒とも
　他大合格を含む

東京電機 3 1 4 尚美学園 1 1
新潟医療福祉 2 2 4 湘南医療 1 1
工学院 1 3 4 新潟薬科 1 1
横浜薬科 3 3 諏訪東京理科 1 1
岐阜医療科学 3 3 大妻女子 1 1
佐久 3 3 大正 1 1
順天堂 3 3 長野保健医療 1 1
帝京 3 3 帝京科学 1 1
東京工科 3 3 帝京平成 1 1
立正 3 3 藤田保健衛生 1 1
常葉 2 1 3 同志社女子 1 1
早稲田 2 1 3 日本赤十字秋田看護 1 1
清泉女学院 2 1 3 日本赤十字北海道看護 1 1
学習院 1 2 3 白百合女子 1 1

2017年度入試　屋代高等学校結果（現役・既卒生　延べ合格者数　大学別）（４.17現在）

４．短期大学合格者数
短期大学 現役 既卒 合計
長野県短 10 10
岐阜市立女子短 2 2
松本短 1 1
静岡県立大短 1 1
上田女子短 1 1
長野女子短 1 1
短大　計 16 0 16

５．専門学校・大学校等合格者数
専門学校�大学校等 現役 既卒 合計
長野赤十字看護 2 2
その他 3 3

専門学校等�計 5 0 5

知
の
甲
子
園
―
屋
高
二
連
覇

　

平
成
29
年
３
月
４
日
、
東
京
都
に
て
「
知
の
甲
子
園
」

の
決
勝
大
会
が
行
わ
れ
た
。
今
回
は
高
校
１
年
の
金
井
裕

夢
君
と
松
本
泰
河
君
の
チ
ー
ム
「
Ｂ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｓ
」

が
優
勝
し
、
奨
学
金
15
万
円
を
手
に
し
た
。
屋
代
高
校
は

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
こ
の
大
会
２
連
覇
の
偉
業
を
達
成

し
た
。

　
「
知
の
甲
子
園
」
と
は
、
14
～
20
歳
の
学
生
が
２
人
以

上
の
チ
ー
ム
を
組
ん
で
架
空
の
商
品
の
価
格
・
生
産
・
宣

伝
広
告
費
・
設
備
投
資
費
・
研
究
開
発
費
を
決
め
て
会
社

経
営
を
図
り
、
日
本
一
の
経
営
者
を
目
指
し
て
そ
の
成
果

を
競
う
も
の
。
Ｍ
Ｐ
Ｉ
と
い
う
売
り
上
げ
や
市
場
占
拠
率

な
ど
、
経
営
成
果
を
総
合
的
に
鑑
み
た
数
値
で
競
う
と

い
っ
た
も
の
で
、
情
報
分
析
能
力
や
意
思
決
定
能
力
が
重

要
と
な
る
。

　

例
年
３
０
０
以
上
の
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
決
勝
大
会
は

昨
年
の
10
月
末
か
ら
12
月
に
亘
っ
て
行
わ
れ
た
一
次
予

選
、
今
年
の
１
月
か
ら
２
月
に
亘
っ
て
行
わ
れ
た
二
次
予

選
を
勝
ち
抜
い
て
き
た
８
チ
ー
ム
が
出
場
。
屋
代
高
校
か

ら
は
昨
年
と
同
じ
く
過
去
最
高
で
あ
る
５
チ
ー
ム
（
高
校

か
ら
２
チ
ー
ム
、
中
学
か
ら
３
チ
ー
ム
）
が
出
場
。「
Ｂ

Ｌ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｓ
」
が
優
勝
し
た
ほ
か
、
準
優
勝
に
「
Ｓ

Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
」、
そ
の
他
の
チ
ー
ム
が
４
位
、
５
位
、
７
位

に
入
賞
し
た
。（「
鳩
ケ
丘
新
聞
」
の
記
事
を
新
聞
班
の
了

解
を
得
た
上
で
、
編
集
部
で
再
構
成
し
ま
し
た
。）

文
学
班
県
大
会
優
勝
！

　「
俳
句
甲
子
園
へ
」

デ
ー
タ
ビ
ジ
ネ
ス
創
造
コ
ン
テ
ス
ト
部
門

優
勝
《
全
国
２
位
相
当
》

　

３
月
11
日
に
行
わ
れ
た
第
５
回
デ
ー
タ
ビ
ジ
ネ
ス
創

造
コ
ン
テ
ス
ト
（
慶
応
大
学
Ｓ
Ｆ
Ｃ
研
究
所
デ
ー
タ
ビ
ジ

ネ
ス
創
造
ラ
ボ
主
催
）
で
、
本
校
か
ら
参
加
し
た
チ
ー
ム

「
屋
代
Ｈ
Ｙ
Ｗ
」（
八
巻
潤
哉
君
、
渡
邊
美
緒
織
さ
ん
、
長

谷
天
太
君
）
は
全
国
２
位
に
当
た
る
誘
客
部
門
で
優
勝
。

も
う
ひ
と
つ
の
チ
ー
ム
「
屋
代
Ｔ
Ｋ
Ｗ
」
も
全
国
６
位
に

当
た
る
高
校
生
賞
を
受
賞
し
た
。

　

第
11
回
ヤ
マ
ト
運
輸
高
校
生
経
営
セ
ミ
ナ
ー
で
本
校
の

チ
ー
ム
（
秋
山
航
君
、
伊
藤
佑
太
君
、
曽
根
健
太
君
、
八

巻
潤
哉
君
、
渡
邊
美
緒
織
さ
ん
）
は
、「
お
客
様
の
利
便

性
向
上
の
た
め
の
新
サ
ー
ビ
ス
企
画
～
キ
ー
ワ
ー
ド
は
フ

ル
デ
ジ
タ
ル
化
～
」
の
テ
ー
マ
で
全
国
18
チ
ー
ム
が
競
う

中
、
東
日
本
優
勝
に
輝
い
た
。

ヤ
マ
ト
経
営
セ
ミ
ナ
ー 

東
日
本
優
勝

　

島
崎
藤
村
に
ち
な
む「
第
23
回
小
諸
・
藤
村
文
学
賞
」（
小

諸
市
・
市
教
委
主
催
）
で
本
校
２
年
３
組
の
田
中
ゆ
め
の

さ
ん
の
「『
宝
物
』
の
行
方
」
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

応
募
総
数
２
６
５
９
点
の
中
で
の
最
高
の
栄
誉
で
あ
る
。

昨
年
の
中
学
生
の
部
（
応
募
時
は
屋
代
中
学
３
年
）
に
続

く
２
年
連
続
の
受
賞
。（
※
特
別
寄
稿
は
第
四
面
に
掲
載

し
て
あ
り
ま
す
）

藤
村
文
学
賞
・
高
校
の
部

　
田
中
ゆ
め
の
さ
ん
最
優
秀
賞
受
賞

　
俳
句
甲
子
園(

全
国
大
会)

に
臨
ん
で

�

班
長　

３
年
７
組
　
坂
野
　
萌
恵

　

私
た
ち
文
学
班
は
、
四
年
前
か
ら
俳
句
甲
子
園
の
県

予
選
に
出
場
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
必
要
な
の
は
「
俳

句
の
質
」
は
勿
論
、
自
分
た
ち
の
句
の
長
所
を
主
張
し
、

相
手
の
句
の
短
所
を
衝
い
て
優
劣
を
競
う
「
デ
ィ
ベ
ー

ト
力
」で
す
。
今
ま
で
は
こ
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
力
が
弱
く
、

折
角
よ
い
句
を
作
っ
て
も
も
う
一
歩
の
と
こ
ろ
で
全
国

大
会
を
逃
し
続
け
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
今
年
は
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
練
習
に
力
を
入
れ
て

本
番
に
臨
み
、
鑑
賞
力
を
つ
け
る
こ
と
で
全
国
大
会
へ

の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
で
は
更
に
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
句
と
デ
ィ
ベ
ー

ト
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
は
一
勝
す
る
こ
と
を
目

標
に
、
班
員
一
丸
に
な
っ
て
頑
張
る
所
存
で
す
。
応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

員
と
な
っ
た
。
赤
地
同
窓
会
長
の

祝
辞
の
後
、
丸
山
皓
之
氏
（
高
58

回
・
東
京
芸
術
大
学
卒
）
の
校
歌

独
唱
が
あ
り
、
華
や
か
な
式
に
花

を
添
え
る
演
出
と
な
っ
た
。
草
川　

信
の
名
曲
と
と
も
に
作
詞
者
佐
竹

盛
富
先
生
の
「
魂
の
ふ
る
さ
と
屋

代
」
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
先
輩

た
ち
に
続
こ
う
と
す
る
生
徒
た
ち

の
、
日
々
の
生
活
が
充
実
し
た
も

の
と
な
る
こ
と
を
祈
り
た
い
。

　

全
国
的
に
少
子
化
で
入
学
者
数

が
減
少
し
て
い
る
昨
今
、附
属
中・

高
校
へ
の
入
学
者
と
保
護
者
で
盛

況
な
入
学
式
と
な
っ
た
。

ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン
班 

全
国
大
会 （
大
坂
） へ
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ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
鳩
会
・
同
期
会
・
支
部
総
会

平
成
29
年
度
開
催
予
定

＊
は
開
催
済
み

高
24
回　
平
成
29
年
２
月
４
日
㈯
＊

高
25
回　
　

 

同 　

２
月
10
日
㈮
＊

高
56
回　
　

 

同 　

２
月
11
日
㈯
＊

高
47
回　
　

 

同 　

８
月
12
日
㈯

高
37
回　
　

 

同 　

９
月
～
10
月
で

調
整
中　
　
　

卒
寿
鳩
会　
同 　

10
月
７
日
㈯

高
26
回　
　

 

同 　

11
月
８
日
㈯

高
28
回　
平
成
30
年
１
月
２
日
㈫

▪
高
校
第
25
回
（
四
八
鳩
会
）

期
日
：
平
成
29
年
２
月
10
日
（
土
）

場
所
：
ホ
テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
長
野

人
数
：
48
名

　

赤
地
憲

一
同
窓
会

長
先
生
、

一
組
担
任

の
斉
藤
紘

志
先
生
の

御
臨
席
を

賜
り
、
同

期
生
48
名

が
参
加
し

て
盛
大
に

行
う
こ
と

が
で
き
ま

し
た
。
開

催
に
当
た
っ
て
は
同
期
生
の
本
会

事
務
局
徳
永
・
宮
原
両
君
に
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

我
が
25
回
生
は
三
度
の
ク
ラ
ス

替
え
を
経
験
し
た
珍
し
い
学
年
で

高
校
卒
業
後
同
級
会
は
全
く
行
わ

れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
清
水

代
表
発
起
人
を
中
心
に
数
人
の
有

志
が
四
八
鳩
会
と
称
し
て
ほ
ぼ
毎

年
参
加
者
を
拡
大
し
つ
つ
旧
交
を

温
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
度
還
暦

に
至
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
四
八

鳩
会
を
核
に
本
会
の
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
事
業
の
ご
支
援
で
卒
業
以
来

44
年
経
っ
て
は
じ
め
て
の
同
期
会

の
開
催
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

会
は
や
や
緊
張
気
味
で
始
ま
り

ま
し
た
が
、
お
互
い
に
昔
の
面
影

を
探
り
つ
つ
懐
か
し
い
卒
業
写
真

を
見
な
が
ら
、
直
に
雰
囲
気
も
和

ら
ぎ
楽
し
い
思
い
出
話
に
花
が
咲

き
ま
し
た
。『
魂
の
故
郷
屋
代
』

が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
い
た
後
、

再
会
を
期
し
つ
つ
年
齢
を
感
じ
さ

せ
な
い
元
気
一
杯
の
万
歳
で
散
会

と
な
り
ま
し
た
。
第
２
の
人
生
の

ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
心
強
い
絆
を

確
認
し
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
報
告　

学
年
理
事　

北
島
祥
至
）

▪
高
校
第
19
回
同
期
会

　
　
学
年
理
事
　
渡
辺
一
成

期
日
：
平
成
29
年
６
月
７
日
（
水
）

場
所
：
上
山
田
温
泉
う
め
む
ら

人
数
：
37
名

　

今
回
で
37
回
目
を
迎
え
る
同
期

会
。
会
場
は
同
期
の
宮
川
光
男

君
が
経
営
す
る
「
う
め
む
ら
」。

幹
事
は
栗
林
秀
夫
君
・
高
山
吉
富

君
―
二
人
と
も
本
会
の
副
会
長
で

あ
る
。
開
会
挨
拶
で
は
、
栗
林
君

か
ら
、
同
窓
会
館
建
設
募
金
に
つ

い
て
の
報
告
が
あ
り
、
協
力
に
感

謝
す
る
旨
が
述
べ
ら
れ
た
。
久
し

ぶ
り
に
参
加
し
た
守
谷
商
会
社
長

の
伊
藤
隆
三
君
の
乾
杯
で
宴
会
ス

タ
ー
ト
。
約
二
時
間
の
近
況
報

告
・
交
流
の
後
、
学
年
理
事
渡
辺

一
成
君
の
〆
の
言
葉
―
「
み
ん
な

本
当
に
あ
り
が
と
う
。
こ
の
19
回

は
１
０
０
人
を
超
え
る
諸
君
が
募

金
に
協
力
を
し
て
く
れ
た
。
こ
れ

は
同
窓
会
の
会
期
で
Ｎ
Ｏ
．
１
。

募
金
額
で
も
Ｎ
Ｏ
．
２
だ
。
誇
ら

し
く
思
う
。
こ
れ
は
み
ん
な
の
力

で
あ
る
と
共
に
、
こ
こ
ま
で
同
期

の
結
束
を
維
持
し
て
く
れ
た
事
務

局
長
杉
原
信
男
君
の
お
か
げ
で
も

あ
る
（
拍
手
）。
来
年
は
古
稀
。

一
人
も
欠
け
ず
に
ま
た
会
お
う
。

で
は
、
来
年
の
再
会
を
祈
っ
て
、

一
本
締
め
！
」
―
拍
手
の
内
に
散

会
。
泊
ま
る
者
、
日
帰
り
の
者
…

握
手
ま
た
握
手
の
別
れ
で
あ
る
。

小
雨
な
が
ら
も
気
持
ち
の
よ
い
一

夜
だ
っ
た
。（
報
告　

徳
嵩
芳
夫
）

　
支 
部 
総 
会

▪
県
庁
鳩
会

会
長
　
佐
藤
則
之
（
高
29
回
）

期
日
：
平
成
29
年
２
月
16
日
（
木
）

場
所
：
ホ
テ
ル
信
濃
路

人
数
：
56
名
（
含
来
賓
６
名
）

　

平
成
28
年
度
の
「
県
庁
鳩
会
」

の
総
会
、
懇
親
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
総
会
で
は
、
平
成
28
年
度

の
事
業
報

告
、
29
年

度
の
役
員

を
決
定
し

ま
し
た
。

新
支
部
長

に
は
高
田

真
由
美
氏

（
高
31
）

を
選
出
。

そ
の
後
の

懇
親
会
で

は
、
同
窓

会
か
ら
は

赤
地
会
長
、
高
山
副
会
長
、
徳
永

事
務
局
長
、
学
校
か
ら
は
森
山
校

長
先
生
、
そ
し
て
、
高
橋
宏
、
小

川
修
一
の
両
県
議
会
議
員
を
お
迎

え
し
、
盛
会
に
開
催
し
ま
し
た
。

同
じ
職
場
で
働
く
若
い
人
か
ら
ベ

テ
ラ
ン
ま
で
一
同
に
会
し
、
思
い

出
に
現
況
に
と
話
に
花
が
咲
き
ま

し
た
。
更
に
、
元
応
援
団
長
近
藤

浩
氏
（
高
41
）
の
凛
と
し
た
指
揮

に
よ
り
校
歌
が
斉
唱
さ
れ
、
同
じ

学
び
舎
の
同
士
と
し
て
気
持
ち
を

一
層
強
め
ま
し
た
。

（
報
告　

小
林
弘
一
・
高
41
回
）

▪
上
山
田
支
部

支
部
長
　
田
嶋
義
道
（
高
20
回
）

期
日
：
平
成
29
年
４
月
23
日
（
日
）

場
所
：
上
山
田
温
泉
「
ダ
・
ク
イ
」

人
数
：
10
名

　

春
爛
漫
の
四
月
下
旬
、
上
山
田

支
部
の
総
会
が
本
会
よ
り
赤
地

会
長
を
お
迎
え
し
開
催
さ
れ
た
。

今
回
は
当
支
部
の
副
会
長
の
息
子

さ
ん
の
オ
シ
ャ
レ
な
イ
タ
リ
ア
ン

レ
ス
ト
ラ
ン
「
ダ
・
ク
イ
」
で
開

催
さ
れ
た
。
珍
し
い
料
理
に
舌
鼓

を
う
ち
な
が
ら
在
校
当
時
の
思
い

出
話
や
個
々
の
近
況
話
に
花
が
咲

い
た
。
赤
地
会
長
か
ら
は
同
窓
会

館
の
建
設
の
経
過
に
付
き
お
話
を

頂
く
中
で
驚
い
た
の
は
、
昨
年
の

当
支
部
総
会
の
中
で
、
会
館
の
建

設
構
想
、
そ
れ
に
伴
う
寄
付
金
の

話
で
あ
っ
た
の
が
、
一
年
後
の

現
在
、
既
に
建
設
が
進
め
ら
れ

て
い
る
と

い
う
こ
と

で
あ
り
、

鳩
会
Ｏ
Ｂ

の
団
結
力

の
強
さ
に

改
め
て
感

心
さ
せ
ら

れ
た
。
話

は
尽
き
な

か
っ
た
が

次
回
を
期

し
て
お
開

き
と
し
た
。

▪
坂
城
町
在
住
者
交
流
会

期
日
：
平
成
29
年
５
月
28
日
（
日
）

場
所
：
坂
城
町
「
し
な
の
木
」 

人
数
：
20
名

　

５
月
28
日
、
赤
地
同
窓
会
長
を

お
招
き
し
、
午
後
三
時
か
ら
町
内

飲
食
店
で
交
流
会
を
開
催
し
た
。

参
加
者
は
４
回
生
か
ら
30
回
生
ま

で
の
20
名
。

　

本
会
の
代
表
の
挨
拶
、
同
窓
会

長
の
ご
祝
辞
に
続
き
４
回
生
の
乾

杯
発
声
で
交
流
会
が
ス
タ
ー
ト
。

季
節
の
山
菜
料
理
、
旧
制
中
学
卒

の
先
輩
か
ら
差
し
入
れ
て
い
た
だ

い
た
お
酒
に
舌
鼓
を
打
ち
、
ま
た

在
学
時
の
話
題
に
花
を
咲
か
せ
、

交
流
会
は
和
や
か
に
進
ん
だ
。

　

終
盤
は
合
唱
部
で
活
躍
さ
れ
た

５
回
生
の
合
唱
指
導
に
よ
る
校
歌

斉
唱
や
元
応
援
団
員
に
よ
る
演
舞

（
？
）
が
披
露
さ
れ
、
遠
か
ら
ず

の
再
開
催
を
期
待
し
閉
会
し
た
。

（
報
告　

橋
詰
義
達
）

▪
川
柳
支
部

支
部
長　

小
林　

武
（
高
16
回
）

期
日
：
平
成
29
年
６
月
18
日
（
日
）

場
所
：
サ
ト
ウ
会
館

人
数
：
14
名

　

本
会
よ

り
新
津
知

可
子
副
会

長
、
来
賓

と
し
て
望

月
義
寿
市

議
を
お
迎

え
し
て
、

支
部
総
会

を
開
催
。

新
津
副
会

長
よ
り
同

窓
会
館
建

設
の
進
捗

状
況
及
び
募
金
状
況
の
説
明
、
在

校
生
の
活
躍
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
事
業
報
告
・
計
画
案
、
会
計

決
算
・
予
算
の
承
認
。
本
会
同
窓

会
費
値
上
げ
に
伴
い
、
支
部
規
約

の
一
部
改
定
の
承
認
。
懇
親
会
で

は
支
部
の
歴
史
を
お
聞
き
し
、
先

輩
後
輩
の
世
代
を
越
え
て
会
話
が

弾
み
、
和
気
あ
い
あ
い
の
楽
し
い

一
時
を
過
ご
し
、
校
歌
を
高
ら
か

に
合
唱
し
万
歳
三
唱
で
会
を
閉
じ

た
。▪

稲
荷
山
支
部

支
部
長　

山
崎
敏
男
（
高
９
回
）

期
日
：
６
月
17
日
（
土
）

場
所
：
稲
荷
山
温
泉
杏
泉
閣

人
数
：
12
名

　

本
会
よ
り
赤
地
会
長
の
御
臨
席

を
賜
り
開
催
致
し
ま
し
た
。
総
会

で
は
特
に
役
員
改
選
等
を
行
い
、

又
会
長
よ
り
本
会
の
現
状
と
今
後

に
つ
い
て
、
御
祝
辞
を
含
め
御
挨

拶
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
会
長

よ
り
出
席
者
全
員
の
過
去
か
ら

現
在
に
至
る
活
躍
等
を
引
き
出
さ

れ
、
長
時
間
の
楽
し
い
夜
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

母
校
の
発
展
と
会
員
各
位
の
活

躍
を
祈
り
つ
つ
校
歌
を
高
ら
か
に

合
唱
し
、
万
歳
三
唱
を
最
後
に
お

開
き
と
な
り
ま
し
た
。

▪
埴
生
支
部

支
部
長　

山
本
正
勝
（
高
15
回
）

期
日
：
６
月
10
日
（
土
）

場
所
：
埴
生
公
民
館 

人
数
：
10
名

　

本
会
よ
り
赤
地
会
長
に
ご
出
席

い
た
だ
き
総
会
を
開
催
。
同
窓
会

館
建
設
、
募
金
状
況
そ
し
て
会
費

の
件
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
会
に
お
い
て
は
、
支
部
活
動
報

告
、
会
計
報
告
、
活
動
計
画
に
続

き
、
今
年
は
役
員
改
選
の
年
に
当

た
っ
て
い
ま
し
た
の
で
改
選
手
続

き
に
入
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
柳
澤

純
支
部
長
か
ら
私
（
山
本
）
に
バ

ト
ン
が
渡
さ
れ
、
新
体
制
の
役
員

改
選
案
、
会
議
案
が
承
認
さ
れ
総

会
は
終
了
。
そ
の
後
の
懇
親
会
で

は
、
同
窓
の
仲
間
た
ち
の
思
い
出

や
近
況
報

告
で
盛
り

上
が
り
、

楽
し
い
時

間
を
過

ご
し
ま
し

た
。
最
後

に
同
窓
会

の
発
展
と

参
加
者
一

同
の
健
康

を
願
い
、

一
締
め
で

閉
会
と
な

り
ま
し
た
。

▪
塩
崎
支
部

支
部
長　

宮
下
忠
之
（
高
13
回
）

期
日
：
６
月
18
日
（
日
）

場
所
：
サ
ト
ウ
会
館 

人
数
：
15
名

　

鳩
会
塩
崎
支
部
28
年
度
総
会
及

び
懇
親
会
を
会
員
13
名
の
参
加
で

サ
ト
ウ
会
館
で
行
い
ま
し
た
。
総

会
に
先
立
ち
、
元
支
部
長
宮
崎
一

氏
の
黙
祷
を
行
い
ま
し
た
。
続
い

て
28
年
度
、
29
年
度
支
部
事
業
報

告
、
会
計
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

当
日
は

お
忙
し
い

中
、
本
会

よ
り
赤
地

会
長
、
新

津
副
会
長

に
も
御
出

席
を
い
た

だ
き
、
会

長
か
ら
は

同
窓
会
館

建
設
事

業
、
同
窓

　３月５日、私たちはニュージーランドへ向けて旅立ちま
した。12時間という長いフライトを終え、飛行機を降りると、
そこは夏でした。今回は 20 年ぶりの大雨により、青いビー
チに、緑の牧草地という光景を眺めることはできませんで
したが、過ごしやすい１週間でした。
　１日目はホームステイ先の家族と出会い、緊張した顔で
それぞれの家庭へ向かいました。２日目は２校へ別れ、歓
迎会をしていただきました。ニュージーランドでは先住民
であるマオリの文化をとても大切にしています。歓迎会で
も、マオリの伝統文化であるハカを披露してもらい、相手

の鼻と自分の鼻を合わせるという挨拶も体験しました。この挨拶をすることで、相手と
の気を共有することができるそうです。そして、一人ひとりに学校生活をサポートする
バディが付き、それぞれの教室へと別れていきました。学校では、附属中生だけで英語
の授業を受けたり、バディと共に現地校の授業を受けたりしました。研修の最終日には
ステイ先の家族との抱き合い、涙の別れがありました。英語のスキル以上に得た、人と
の関わりにはかけがえのない物となりました。１週間の研修を終え、最終日のアンケー
トの項目の「今回の研修で学んだことは何ですか」という項目に ” ○○ is the most 
important.” と書いた生徒がいました。○○には ”Heart” という単語が入ります。
　どんなに英語力があっても、伝えたいという想いがなければ会話になりません。「伝
わった」という感動を得た人は、その原動力を基に積極的に話しかけ、友達の輪が広がっ
ていきました。これからは自分の価値観や考えを表現ができる力が必要になってきます。
「英語ができる」だけではなく「伝えたいことがある」という、自分を語れる人になっ
てほしいと思います。
　このような貴重な体験を生徒とともにさせていただき、同窓会の皆様には感謝致しま
す。本当にありがとうございました。

棚
田
米
の
お
に
ぎ
り 

～
姨
捨
棚
田
体
験
学
習
を
終
え
て

２
年
Ａ
組
担
任
　
垣
内
孝
康 

先
生

　

附
属
中
学
校
で
は
、
同
窓
会
の
ご

協
力
の
下
、
毎
年
２
年
生
が
姨
捨
の

棚
田
に
て
田
植
え
や
稲
刈
り
の
体
験

学
習
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
年
度
は
「
棚
田
貸
し
ま
す
制
度
」

の
オ
ー
ナ
ー
が
集
ま
っ
て
田
植
え
を

行
う
５
月
27
日
（
土
）
に
参
加
し
た
。

現
在
２
年
生
は
科
学
リ
テ
ラ
シ
ー
で

「
千
曲
市
活
性
化
プ
ラ
ン
」
を
考
案
し

て
い
る
。“
な
ぜ
、千
曲
市
の
「
棚
田
」

に
オ
ー
ナ
ー
の
方
々
は
魅
力
を
感
じ
、

棚
田
の
保
全
事
業
に
参
加
す
る
の
か
〟

実
際
に
、
話
を
お
聞
き
で
き
る
貴
重

な
機
会
と
し
て
と
ら
え
実
施
し
た
。

　

田
植
え
を
し
て
い
る
オ
ー
ナ
ー
の

姿
を
車
窓
に
見
な
が
ら
、
ス
イ
ッ
チ

バ
ッ
ク
の
体
験
。
初
め
て
と
い
う
生

徒
が
ほ
と
ん
ど
で
、
驚
き
の
表
情
を

見
せ
て
い
た
。
先
日
は
豪
華
列
車「
四

季
島
」
の
到
着
に
沸
い
た
姨
捨
駅
。

ホ
ー
ム
に
景
色
が
楽
し
め
る
よ
う
逆

向
き
に
設
置
さ
れ
た
ベ
ン
チ
や
、
夜

景
専
用
ラ
ウ
ン
ジ
の
外
観
を
見
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

そ
の
後
、田
植
え
が
終
わ
っ
た
オ
ー

ナ
ー
や
名
月
会
の
方
々
か
ら
、
話
を

聞
い
て
み
る
と
「
姨
捨
の
景
色
の
良

さ
」
に
魅
力
を
感
じ
、
棚
田
を
借
り

て
い
る
人
が
多
か
っ
た
。
中
に
は
、

朝
早
く
東
京
を
出
発
し
新
幹
線
で
棚

田
に
訪
れ
た
方
も
い
て
、
都
会
に
憧

れ
を
感
じ
る
生
徒
に
と
っ
て
は
意
外

だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
生
徒
は
徐
々
に
棚
田
の

魅
力
を
感
じ
て
い
っ
た
。
き
っ
か
け

は
、
昼
食
。
棚
田
米
の
お
に
ぎ
り
の

お
い
し
さ
は
棚
田
の
絶
景
と
相
乗
効

果
を
生
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、

絶
景
に
向
か
っ
て
田
植
え
を
す
る
感

覚
は
、
ま
さ
に
「
こ
こ
で
し
か
味
わ

え
な
い
も
の
」
で
、
ヌ
メ
ッ
と
し
た

粘
土
質
の
土
と
相
ま
っ
て
、
と
て
も

集
中
し
て
田
植
え
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
。

　

生
徒
達
は
、
疲
れ
た
表
情
を
見
せ

な
が
ら
も
、
充
実
し
た
表
情
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
名
月
会
の
方
の
話
か
ら

「
高
齢
化
で
管
理
や
維
持
が
困
難
」
と

い
う
課
題
も
捉
え
、６
年
間
通
う
“
千

曲
市
〟
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
始
め

る
機
会

と
な
っ

た
。
秋

の
収
穫

が
楽
し

み
で
あ

る
。
同

窓
会
の

ご
協
力

に
感
謝

い
た
し

ま
す
。

中
学
生
特
集

坂
城
支
部
が
新
た
に
発
足
！

会
費
等
の
詳
細
な
報
告
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
後
懇
親
会
に
入

り
、
各
々
の
自
己
紹
介
で
座
が
盛

り
上
が
り
、
最
後
は
校
歌
を
合
唱

し
、
会
員
の
友
好
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

▪
東
京
支
部
東
京

会
長　

重
見
憲
明
（
高
17
回
）

期
日
：
２
月
25
日
（
土
）

場
所
：
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ

人
数
：
78
名

　

来
賓
と
し
て
同
窓
会
本
部
赤
地

会
長
、
栗
林
、
柳
澤
副
会
長
、
母

校
よ
り
森
山
校
長
に
ご
臨
席
を
い

た
だ
き
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
お
い
て
は
、
柿
崎
前
会

長
が
退
任
し
、
新
会
長
と
し
て
重

見
憲
明
氏
（
高
17
回
）
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

議
事
に
続
く
懇
親
会
に
お
い
て

は
、
オ
カ
リ
ナ
ユ
ニ
ッ
ト
「
ラ
・

カ
ラ
フ
ァ
」
の
演
奏
を
楽
し
み
、

ま
た
、
高
橋
修
氏
（
高
22
回
）
を

中
心
と
し
た
若
手
会
員
の
リ
ー
ド

に
よ
り
応
援
歌
を
声
高
ら
か
に
合

唱
す
る
な
ど
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ

母
校
に
て
共
に
し
た
青
春
時
代
に

思
い
を
は
せ
、
旧
交
を
温
め
る
ひ

と
時
を
過
ご
し
て
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

本
総
会
の
模
様
は
東
京
鳩
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
出
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
報
告　

伊
東
博
道
（
高
20
回
）

役
職　

総
務
担
当
幹
事
）

Heart is the most important !
英語科　岡庭　亜澄 先生

　

第
31
回
を
迎
え
た
16
回
生
の
コ

ン
ペ
が
４
月
18
日
、
長
野
京
急
Ｃ

Ｃ
で
行
わ
れ
た
。
成
績
は
以
下
の

通
り
。

優　

勝　

町
田
和
夫
（
Ｇ
Ｒ
89
）

準
優
勝　

寺
沢
欣
哉
（
同　

86
）

三　

位　

小
林　

武
（
同　

94
）

鳩
16
回

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
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諏
訪
善
太
夫
氏

（
第
４
代
会
長
・
中
14
　

回
）

４
月
24
日
。
平
成
13
年
か
ら
同
15

年
ま
で
会
長
を
務
め
ら
れ
、
特
に

創
立
80
周
年
記
念
事
業
の
遂
行
に

尽
力
さ
れ
た
。

叙
勲
受
章
者

　

次
の
方
が
受
章
の
栄
に
浴
さ
れ

ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

平
成
28
年
度
秋
の
叙
勲

旭
日
小
綬
章

　

安
藤
　
公
裕 

氏
（
高
13
回
）

東
京
都
品
川
区

平
成
29
年
度
春
の
叙
勲

旭
日
小
綬
章

　

下
崎
　
保 

氏
（
高
８
回
）

千
曲
市
稲
荷
山

旭
日
単
光
章

　
若
林
　
健
二 

氏
（
高
16
回
）

千
曲
市
上
山
田
温
泉

附
属
中
も
高
校
も
学
年
通
信
を

発
行
し
て
い
る
。
或
る
学
年
の
コ

ラ
ム
担
当
者
は
、
か
つ
て
授
業
で

「
愛
は
所
詮
、
自
己
愛
で
あ
る
」

と
語
っ
た
と
こ
ろ
、
看
護
系
志
望

の
女
生
徒
が
納
得
い
か
な
い
と

噛
み
つ
い
た
話
を
記
し
て
い
た
▼

様
々
な
「
愛
」
の
形
を
経
験
す
る

中
か
ら
、
教
師
が
「
所
詮
」
と
い

う
語
に
行
き
着
い
た
こ
と
を
、
そ

の
時
の
女
生
徒
は
ま
だ
理
解
し
て

い
な
い
。
但
し
「
噛
み
つ
い
た
」

こ
と
は
大
事
な
こ
と
だ
▼
教
師
の

仕
事
は
、
答
え
を
示
す
こ
と
で
も

覚
え
込
ま
せ
る
こ
と
で
も
な
い
。

考
え
る
契
機
を
与
え
る
こ
と
だ
。

生
徒
は
そ
れ
を
自
身
の
問
題
と
し

て
捉
え
、
掘
り
下
げ
模
索
し
な
が

ら
、
自
分
な
り
の
《
答
え
》
を
見

出
し
て
い
け
ば
よ
い
▼
か
の
女
生

徒
は
ど
ん
な
看
護
師
に
な
っ
た
だ

ろ
う
か
。「
愛
と
は
？
」
と
尋
ね

て
み
た
い
。

編
集
委
員 

徳
嵩　

芳
夫
（
高
19
）

吉
川　

正
徳
（
高
22
）

徳
永　

次
男
（
高
25
）

中
津
佳
津
恵
（
高
47
）

鳩 

の 

目 

　
会 

員 

訃 
報
（
敬
称
略
）　
平
成
29
年
６
月
７
日
現
在

　
　
　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
捧
げ
ま
す
。

宮
本
　
倶
典（
中
22
）
平
成
25
年
2
月
28
日

宮
澤
　
義
茂（
高
８
）
平
成
27
年
10
月
30
日

黒
坂
登
喜
和（
併
中
１
）
平
成
28
年
7
月
9
日

宮
下
　
澄
信（
高
７
）
平
成
28
年
10
月
21
日

青
木
　
茂
登（
高
６
）
平
成
29
年
2
月
3
日

吉
澤
　
茂
喜（
高
５
）
平
成
29
年
2
月
11
日

山
﨑
　
　
勲（
高
４
）
平
成
29
年
2
月
17
日

若
林
　
義
一（
中
17
）
平
成
29
年
2
月
18
日

小
出
　
　
明（
高
25
）

金
沢
　
和
彦（
高
23
）
平
成
28
年
9
月
10
日

山
内
　
豊
司（
高
18
）
平
成
28
年
8
月
2
日

宮
崎
　
　
一（
高
８
）
平
成
29
年
3
月
6
日

岡
沢
　
　
司（
高
３
）
平
成
28
年
7
月
24
日

山
下
　
重
夫（
中
17
）
平
成
29
年
1
月
30
日

小
林
　
　
正（
中
16
）
平
成
28
年

吉
原
　
琢
夫（
中
10
）
平
成
28
年
6
月
29
日

北
沢
　
　
芳（
高
７
）
平
成
26
年
10
月
7
日

山
西
　
　
肇（
高
10
）
平
成
28
年
8
月
16
日

水
野
　
忠
昭（
高
３
）
平
成
28
年
2
月
10
日

祖
父
江
　
登（
高
４
）
平
成
28
年

青
木
　
正
義（
中
16
）
平
成
28
年
12
月
14
日

高
松
　
孝
次（
高
６
）
平
成
28
年
6
月
30
日

野
中
　
典
夫（
中
18‒

４
）
平
成
28
年

戸
谷
　
敏
人（
高
13
）
平
成
28
年
4
月
8
日

池
田
　
靖
彦（
高
11
）
平
成
28
年
4
月
6
日

熊
井
　
　
猛（
高
３
）
平
成
28
年
8
月
5
日

赤
沼
敬
裟
太（
中
９
）
平
成
28
年
1
月
18
日

田
中
　
茂
久（
中
18‒

４
）
平
成
28
年
10
月
24
日

根
石
　
万
蔵（
中
15
）
平
成
29
年
1
月
16
日

村
山
　
和
雄（
中
18‒

５
）
平
成
21
年
12
月
24
日

吉
村
　
　
亨（
高
14
）
平
成
29
年
2
月
10
日

藤
本
　
正
勝（
高
６
）
平
成
29
年
1
月
16
日

塚
本
　
　
浩（
中
15
）
平
成
28
年
9
月
15
日

大
橋
　
俊
子（
高
15
）
平
成
29
年
3
月
25
日

高
松
　
雄
仙（
高
5
）
平
成
29
年
2
月
24
日

金
井
袈
裟
義（
高
12
）
平
成
28
年
5
月
25
日

中
沢
　
忠
人（
中
18‒
５
）
平
成
29
年
3
月
5
日

諏
訪
善
太
夫（
中
14
）
平
成
29
年
4
月
24
日

森
　
　
幹
男（
高
11
）
平
成
29
年
5
月
7
日

滝
沢
　
洋
司（
高
30
）
平
成
29
年
5
月
14
日

柏
原
　
　
爽（
高
11
）
平
成
29
年
5
月
28
日

北
村
　
恒
雄（
高
11
）
平
成
29
年
5
月
26
日

小
林
　
澈
郎（
中
19
）
平
成
29
年
3
月
29
日

宮
澤
　
邦
彦（
中
21
）
平
成
29
年
6
月
6
日

小
泉
　
賢
一（
中
12
）
平
成
29
年
1
月
20
日

長
谷
部
高
男（
中
18‒

４
）
平
成
28
年
6
月
3
日

春
日
　
欣
一（
高
10
）
平
成
28
年
5
月
26
日

春
原
　
一
男（
高
30
）
平
成
29
年
６
月
7
日

（
ご
遺
族
・
同
期
生
・
支
部
の
方
々
か
ら
の
ご

連
絡
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。）

平成28年度末　人事異動 （敬称略）  内部での異動

転　出（異動）・退　職　者 転　入（異動）者
教科 職名 氏　　名 転出先等 備　考 教科 職名 氏　　名 前任校等 備　考

理科 教頭 北島　匡晃 箕輪進修
（校長） 在12年 理科 教頭 近藤　信昭 池田工業

（定教頭）

数学 副校長 篠原　謙治 市立長野中
（副校長） 在２年 理科 副校長 保坂　和久 開成中学

（教頭） （附属中）

国語 教諭 伊藤　雄基 浅間中学（教頭） 在６年 国語 教諭 内藤　佳史 菅平中学 （附属中）

地公 教諭 小嶋　　薫 長野工業 在１年
本務：長商 地公 教諭 馬場　信義 長野東 再任用Ｓ

数学 教諭 甘利　裕志 定年退職 在７年 数学 教諭 甘利　裕志 屋　代 再任用Ｆ
数学 教諭 山﨑　　聡 裾花中学 在５年 数学 教諭 吉田　朋史 木島平中学 （附属中）
理科 教諭 小田切　亨 定年退職 在12年 理科 教諭 小田切　亨 屋　代 再任用Ｆ

理科 教諭 清水　　筧 県教育委員会
高校教育課研修 在６年 理科 教諭 大石　　超 長　野

理科 教諭 石井　寛子 柳町中学 在５年 理科 教諭 木舩　泰幸 伊那東部中学
附属松本（研修）（附属中）

理科 教諭 小松　　猛 塩尻中学 在３年 理科 教諭 倉石　和洋 坂城中学 （附属中）
理科 常講 新井　玲子 市立長野 本務：長工

理科 実担 大久保喜久枝 退　職 在15年 理科 実助 深井　有紀 長野南
理科 非講 橋詰　治明 退　職 在１年
音楽 教諭 櫻井　啓也 北　部 在７年 音楽 教諭 池内　宏明 小　諸
美術 非勤 樽井　美波 退　職 在２年 美術 非勤 富岡　　修 長野吉田 兼：長野西通
英語 教諭 駒井　健吾 須　坂 在７年 英語 教諭 西村　哲応 須　坂

英語 教諭 塚田　卓史 須　坂 在10年
高７中３ 英語 教諭 三石　達也 屋代南

（中高交流） （附属中）

英語 教諭Ｓ 平林　寿一 退　職 在２年

行政

主査 鴻巣　博子 東信県税事務所
上田事務所（主査） 在３年

行政

主査 三浦　　悟 松本地方事務所
農政課農政係（主査）

主査 宮下　　洋 白馬（主査） 在２年 主事 関野　成彦 長野高校
（主事） （附属中）

主事 北澤　　隆 退　職 在５年 主任 西原　　巌 屋　代
主事 宮本　　央 退　職 在５年 事務 宮本　　央 屋　代

SSH 事務 村松由香里 退　職 在１年 SSH 事務

佐
久
間
方
三
（
高
５
回
）

中
澤　
光
男
（
高
９
回
）

毛
利　
宣
熙
（
高
15
回
）
他

『
幕
末
に
人
材
を
育
て
た
「
松
代

三
山
」』
―
碑
文
に
見
る
鎌
原
桐

山
・
山
寺
常
山
・
佐
久
間
象
山
―

（
松
代
地
区
住
民
自
治
協
議
会
）

幕
末
の
松
代
藩
出
身
の
偉
人
―

　

「
松
代
三
山
」
と
言
わ
れ
る
鎌

原
桐
山
・
山
寺
常
山
・
佐
久
間
象

山
を
顕
彰
す
る
碑
文
（
漢
文
）
の

原
文
を
丁
寧
に
写
し
取
り
、「
訓

読
」「
通
釈
」
を
施
し
、「
余
聞
」

「
年
譜
・
年
表
」
を
付
し
て
あ

る
。
多
く
の
方
々
の
協
力
を
得
て

成
っ
た
、
極
め
て
密
度
と
レ
ベ
ル

の
高
い
労
作
で
あ
る
。

（
相
談
役
・
徳
嵩
芳
夫
）

徳
武　
正
人
（
高
７
回
）

『
繊
維
の
歴
史
と
よ
も
や
ま
話
』

（
ブ
ッ
ク
オ
フ
）

　

現
職
の
頃
、
主
に
繊
維
関
係
の

立
案
や
施
行
に
携
わ
っ
た
著
者

が
、
そ
の
経
験
を
通
し
て
得
た
知

識
を
著
し
た
本
。
人
類
が
昔
か
ら

ま
と
っ
て
き
た
繊
維
の
長
い
歴
史

と
併
せ
て
、
繊
維
に
関
わ
る
興
味

深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
。
今
は
懐
か
し
い
養
蚕
に

ま
つ
わ
る
話
も
多
く
、
改
め
て
歴

史
の
面
白
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
一
冊
。

（
副
会
長
・
栗
林
秀
夫
）

新
刊
・
既
刊
の
紹
介

藤
村
文
学
賞

二
年
連
続
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
て

２
年
３
組
　
田
中
ゆ
め
の

　

こ
の
度
は
「
小
諸
藤
村
文
学

賞
」
の
高
校
生
の
部
最
優
秀
賞
と

い
う
素
晴
ら
し
い
賞
を
い
た
だ

き
、
嬉
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
こ
の
知
ら
せ
を
受
け
た
時

は
、
本
当
に
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
家
族
や
周
囲
の

方
々
が
と
て
も
喜
ん
で
く
だ
さ

り
、
あ
り
が
た
く
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
作
「『
宝
物
』
の

行
方
」
で
は
、
私
が
小
さ
い
頃
か

ら
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
屋
代
田

ん
ぼ
へ
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
誘
致
に
つ
い
て
、
私
が
考
え
る

こ
と
を
書
き
ま
し
た
。

　
　
　
　

※

　

屋
代
田
ん
ぼ
は
米
作
り
が
始

ま
っ
た
よ
う
な
時
代
か
ら
ず
っ

と
守
り
続
け
ら
れ
て
き
た
条
里

制
水
田
で
す
。「
千
曲
か
る
た
」

と
い
う
千
曲
市
の
名
所
が
登
場

す
る
か
る
た
に
も
、
屋
代
田
ん
ぼ

の
札
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
屋

代
の
人
々
に
愛
さ
れ
て
き
た
田

ん
ぼ
な
の
で
す
。

　

私
は
今
で
も
毎
週
の
よ
う
に

森
将
軍
塚
古
墳
に
登
り
ま
す
。

頂
上
か
ら
見
る
屋
代
田
ん
ぼ
は

季
節
ご
と
に
緑
色
や
金
色
に
姿

を
変
え
ま
す
。
私
は
そ
れ
を
見

る
こ
と
が
古
墳
に
登
る
と
き
の

楽
し
み
な
の
で
す
。
ま
た
、
私
は

小
学
生
の
こ
ろ
、
屋
代
田
ん
ぼ
で

玉
ね
ぎ
の
収
穫
体
験
を
し
た
り
、

米
や
麦
を
作
っ
た
り
し
ま
し
た
。

そ
う
い
っ
た
形
で
、
屋
代
田
ん
ぼ

は
自
然
の
力
や
食
べ
物
の
大
切

さ
を
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
る

も
の
（
場
所
）で
し
た
。
だ
か
ら
、

こ
の
広
び
ろ
と
し
た
田
ん
ぼ
は
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
よ
り
も

ず
っ
と
価
値
の
あ
る
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
か
ら
も
守
り
続
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
私
は
考
え
た

の
で
す
。

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
誘
致

は
、「
観
光
客
や
人
口
の
増
加
の

面
で
期
待
が
で
き
、
生
活
が
便
利

に
な
る
の
で
賛
成
だ
」
と
い
う
人

の
方
が
多
い
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
で
も
、
よ
く
考
え
て
み
て
く

だ
さ
い
。
も
し
、
そ
の
シ
ョ
ッ
ピ

特
別
寄
稿

ン
グ
モ
ー
ル
が
ど
こ
の
町
の
も

の
と
も
同
じ
よ
う
な
品
揃
え
の
、

特
に
お
客
さ
ん
が
惹
か
れ
る
点

も
な
い
よ
う
な
無
個
性
の
も
の

を
売
る
の
だ
と
し
た
ら
…
。
わ
ざ

わ
ざ
歴
史
あ
る
、
屋
代
の
人
々
が

愛
し
て
き
た
田
ん
ぼ
を
壊
し
て

ま
で
建
て
る
意
味
は
あ
る
と
思

い
ま
す
か
？
私
は
そ
れ
は
屋
代

の
「
宝
物
」
を
捨
て
て
し
ま
う
こ

と
だ
と
思
う
の
で
す
。
私
は
今

の
屋
代
田
ん
ぼ
が
大
好
き
で
す
。

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
取
り

返
し
が
つ
き
ま
せ
ん
。

　

私
は
屋
代
や
千
曲
市
の
人
た

ち
に
、
私
の
「
屋
代
田
ん
ぼ
を
守

り
た
い
」
と
い
う
思
い
を
伝
え
た

く
て
こ
の
「『
宝
物
』
の
行
方
」

を
書
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
少

し
で
も
多
く
の
人
に
読
ん
で
い

た
だ
き
、
ぜ
ひ
自
分
の
町
の
「
宝

物
」
を
大
切
に
し
て
い
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

※

（
受
賞
作
「『
宝
物
』の
行
方
」は
、

版
権
が
藤
村
文
学
賞
を
主
催
し

た
小
諸
市
に
あ
る
た
め
、
そ
の
ま

ま
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
今
回
は
作
品
を
記
し
た
経

緯
や
概
要
、
受
賞
の
感
想
等
を
書

い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
お
、

田
中
さ
ん
は
千
曲
市
立
屋
代
中

学
校
三
年
在
中
に
書
い
た
作
品

で
昨
年
度
（
高
校
一
年
生
時
）
も

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

―
事
務
局
）

事
務
局
か
ら

寄
付
御
礼
と
お
詫
び

　

今
回
の
同
窓
会
館
建
設
に
際

し
ま
し
て
、
二
千
三
百
余
名
（
６

月
30
日
現
在
）
の
方
々
か
ら
多
大

訃
　
　
報

富
岡
　
武
子
様

４
月
28
日
、
96
歳
。
一
千
万
円
奨

学
育
英
基
金
創
設
者
、
故
富
岡
直

衛
氏
（
中
13
回
）
ご
令
室

中
澤
正
巳
先
生
（
元
母
校
教
諭
）

７
月
７
日
、
88
歳
。
昭
和
25
年
か

ら
昭
和
55
年
ま
で
30
年
間
に
わ
た

り
母
校
に
勤
務
さ
れ
、
長
野
県
高

校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
界
の
草
分
け
的

存
在
で
あ
ら
れ
た
。

中
條　
高
徳
（
中
18
回
）
著

「
日
本
人
の
気
概
」（
致
知
出
版
社
）

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
の
《
奇
跡
の
復

活
》
を
成
し
遂
げ
、
代
表
取
締
役

会
長
、
特
別
顧
問
、
名
誉
顧
問
を

歴
任
し
た
著
者
の
最
晩
年
の
、
日

本
人
に
贈
る
日
本
人
論
。（
著
者

は
平
成
26
年
12
月
24
日
に
亡
く
な

ら
れ
た
。）

　

中
條
氏
か
ら
は
、
図
書
館
の
方

に
新
刊
書
が
発
刊
さ
れ
る
た
び
贈

呈
し
て
い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し

た
。
以
下
に
書
名
を
掲
げ
、
御
礼

に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
立
志
の
経
営
学
」

（
致
知
出
版
社
）

「
勝
つ
た
め
に
す
べ
き
こ
と

　
兵
法
に
学
ぶ
」�

（
経
済
界
）

「
孫
娘
か
ら
の
質
問
状

　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
日
本
の
こ
と
を

　
教
え
て
」�

（
致
知
出
版
社
）

「
孫
娘
か
ら
の
質
問
状

　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
戦
争
の
こ
と
を

　
教
え
て
」�

（
致
知
出
版
社
）

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
《
わ
が
闘
争
》」

�

（
致
知
出
版
社
）

「
子
々
孫
々
に
語
り
つ
ぎ
た
い

　
日
本
の
歴
史
」�（
致
知
出
版
社
）

　
　
　

※
渡
部
昇
一
氏
と
の
共
著

「
子
々
孫
々
に
語
り
つ
ぎ
た
い

　
日
本
の
歴
史
」
②

�

（
致
知
出
版
社
）
※
同
右

「
靖
国
の
こ
と
を
語
ろ
う
」

�

（
Ｗ
Ａ
Ｃ
）

※
小
野
田
寛
郎
氏
と
の
共
著

「
誇
れ
る
国
」�

（
Ｗ
Ａ
Ｃ
）

「
小
が
大
に
勝
つ
兵
法
の
実
践
」

�

　

（
Ｗ
Ａ
Ｃ
）

「
陸
軍
士
官
学
校
の
人
間
学
」

�

　

（
講
談
社
＋
α
新
書
）

※
な
お
、
作
家
内
田
英
之
氏
に
よ

る
《「
事
の
成
る
は
成
る
日
に
成

る
に
あ
ら
ず
」
―
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル

の
奇
跡
―
小
説
・
中
條
高
徳
》
と

い
う
作
品
が
同
窓
会
に
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

（
編
集
委
員　

中
津
佳
津
恵
）

な
る
御
寄
付
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
事
務
局
で
は
、

そ
の
全
員
の
方
々
に
御
礼
葉
書
を

送
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
振
り
込
み
用
紙
に
記

載
さ
れ
た
郵
便
番
号
、
御
住
所
宛

て
に
御
礼
葉
書
を
出
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、何
通
か
は
《
宛
て
先
不
明
》

等
で
戻
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
原

因
は
不
明
で
す
。
も
し
御
礼
葉
書

が
お
手
元
に
届
い
て
お
り
ま
せ
ん

で
し
た
ら
、
事
務
局
ま
で
ご
一
報

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
今
後

と
も
手
違
い
の
無
い
よ
う
最
善
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
66
号
訂
正

★
三
面
支
部
総
会
報
告
の
稲
荷
山

支
部
支
部
長
「
山
崎
敏
男
」
氏
の

「
山
」
の
字
が
抜
け
て
お
り
ま
し

た
。お
詫
び
し
て
訂
正
致
し
ま
す
。


